
授業での指導の工夫

第２学年 文字を用いた式

本単元でよく見られる生徒のつまずき

【本時の目標】文字を用いた式を具体的な場面で活用することができる。

実践事例２－１

授業づくりで大切にしたいこと

文字を使うことにはどんなよさがあったかな？さらに学ん
でみたいこと、疑問に思うこともまとめておこう!!

3.8
3

800mの位置はど
うなるのかな？

Q
Q

○ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた生徒の目的意識を高める問題
場面の文脈の設定

○ 生徒が数学的な見方・考え方(理想化・単純化、式の解釈、条件変更等)
を確かに働かせて学ぶことができる学習過程の設定

【生徒が自覚的に事象を数学化】
・グラウンドのどこにラインを引くのかという日
常の事象を数学で考えるために、レーンの長さ
や幅などの条件や表現を生徒が自覚的に考える
など、事象を理想化したり単純化したりする場
面を設定します。（図のA1の部分)

【結果を問題に即して解釈】
・一連の問題発見・解決の過程を振
り返り、計算結果「π」にどのよ
うな意味があるのかを考察する場
面を設定します。（図のD1の部分)

【条件を変えて考察】
・生徒の身近な話題への活用により、大きな達成感を得たり、興
味・関心を高めたりすることができるよう、求めた結果をオリン
ピック規格の数値と比べて検証するなど、条件を変えて考察する
場面を位置付けます。（図のD1の部分)

文字を用いた式を具体的な場面で活用することができない 教材で経験

経験が不十分

教科書などの教材の問題は解決できるが、日常の問題
解決のために必要な条件を考えたり（図のA1の部分)、
過程や結果を振り返って評価・改善したり（図のD1の
部分)する経験が少なく、数学的な見方・考え方を十分
に働かせることができない。

図

※本授業は、複数単位時間での実施を想定しています。



授業での指導の工夫

第２学年 連立二元一次方程式

本単元でよく見られる生徒のつまずき

具体的な場面から連立方程式を立式できない。
（例）太郎くんは家から7000ｍ離れた学校まで行
くのに、はじめは自転車で分速400ｍで走っていた
が、途中でパンクしたので分速100mで自転車を押
して歩いたところ、ちょうど37分かかった。パン
クした地点は家から何ｍの地点か。

○ 事象の数量関係を捉える方法の理解を促すための問題提示の工夫

○ 式の一部分を提示するなど、課題解決の見通しをもつ場面の設定

○ 生徒の誤答を生かして学びを深める場面の設定

事象を数学的に整理し
て考えることができず、
どの数量を文字で表すか、
どのような数量関係に着
目して立式するかなど、
見通しがもてない。

【本時の目標】具体的な事象に関する問題を連立方程式を活用して解決することができるようにする。

【問題を工夫】
・「問題の続きを考える」活動を通して、分かっ
ている数量や分かっていない数量を深く考える
場面を設定します。

・問題理解やその後の主体的な取組につなげるこ
とができるよう、問題を生徒の身近な内容に近
付けることが大切です。

【図・表を工夫】
・表に整理する際、それぞれの
数量の単位を記述します。

・道のり、速さ、時間の順に並
べることで、時間＝道のり／
速さを捉えやすくします。

【式を部分的に提示】
・個人思考で生徒が考えた式について誤
答を含めて取り上げ、「立式の考え方
は？」などと発問し、対話的な活動を
通じて数量の単位に着目し、正しい式
を考えることができるようにします。

【つまずきを活用】
・本時で扱わなかった式で問題を解決
し、誤答を生かす場面を設けるとと
もに、連立方程式を用いて考えるよ
さや必要性について交流する場面を
設定します。

実践事例２－２

授業づくりで大切にしたいこと



授業での指導の工夫

第２学年 一次関数

本単元でよく見られる生徒のつまずき

直線①と直線②の二元一次方
程式を組み合わせてできる連立
方程式を解いたときの解である
𝒙、𝒚の値の組を座標とする点を
図の点Ａから点Ｅまでの中から
選ぶことができない。

○ 表・式・グラフを相互に関連付けて考える場面の設定

○ 知識を関連付けて統合的に捉え直し、理解を深める場面の設定

二元一次方程式のグラフ
は一次関数に式変形したも
のという浅い理解に留まり、
二元一次方程式のグラフが
解を表す座標の集まりであ
ると捉えられていない。

【本時の目標】二元一次方程式のグラフと一次関数のグラフが一致することを理解できるようにする。

【問題を工夫】
・二元一次方程式の学習で示した二等辺
三角形を本時の問題で提示し、前単元
の学習を想起しながら問題解決の見通
しをもつことができるようにします。

【考えを意図的に取り上げ】
・式を取り上げる場面では、意図的に

𝒙+２𝒚=16から取り上げ、この式を利

用して解を表にまとめたり、グラフに
表したりします。

【生徒のつぶやきを板書】
・目標に迫る重要な生徒のつぶやき
を板書し、生徒の発言を基に、二
元一次方程式のグラフと一次関数
のグラフの関係を考察します。

【２つのグラフを比較】
・高等学校以降の解析の学習との関連を念頭
に、二元一次方程式のグラフと一次関数の
グラフを比較し、グラフが一致することを
実感できるようにします。

実践事例２－３

授業づくりで大切にしたいこと



授業での指導の工夫

第２学年 基本的な平面図形と平行線の性質

本単元でよく見られる生徒のつまずき

右の図の∠𝒙を求めるとき、
図の中に、既習の図形の性質
を見いだすことができない。

○ どのような補助線が効率的に問題を解決できるかを考える場面の設定

○ 学んだ知識を振り返り、その活用方法を整理する場面の設定

適切な補助線をひく
ことができず、角度を
求めたり、図形の性質
を説明したりすること
ができない。

【本時の目標】適切な補助線を引き、問題解決の方法を図形の性質を用いて説明できるようにする。

【発表順を意図的に調整】
・補助線の引き方を発表する場面では、補助線の
引き方が簡単な反面、考え方が難しい(その１)
から取り上げ、他の補助線を考える必要性を実
感できるようにします。

【単元に補助線の学習を位置付け】
・補助線の役割や、補助線の引き方
を整理するために、単元に補助線
について学習する時間を位置付け
ます。

【補助線の引き方を整理】
・補助線の引き方を振り返る場面を設定し、「どの
ように補助線を引いたのか」「なぜその補助線で
問題を解決できたのか」などを整理します。

・補助線の引き方を掲示物にまとめ、本時だけでは
なく、他の問題を解決する場面でも活用できるよ
うにします。

【よりよい補助線を選択】
・様々な補助線の引き方で問
題を解決するとともに、解
決の過程を振り返り、どの
補助線が問題解決にふさわ
しいかを考えることが大切
です。

実践事例２－４

授業づくりで大切にしたいこと



授業での指導の工夫

第２学年 図形の合同

本単元でよく見られる生徒のつまずき

証明について、穴埋めの問題は解答できるが、証
明を最初から最後まですべて書くことができない。

○ 証明の方針と証明の表し方を関連付けて考察する場面の設定

○ 自分なりに証明を考える場面と、その証明を簡潔・明瞭の視点から記号

化等を図り、よりよい表現に改善する場面の設定

証明の構想の立て方
や数学的な表現の用い
方がわからず、何から
考え、何から書いてよ
いか分からない。

【本時の目標】証明の方針の必要性と意味及びその立て方について理解できるようにする。

【板書を工夫】
・黒板の左に証明の方針、黒板の右
に証明の書き方、黒板の右端に新
たな用語を板書することにより、
証明の方針と書き方を関連付けて
考察できるようにします。

【証明の方針の立て方を明確化】
・「結論から逆向きに証明の手順を考える」
「仮定や仮定から導かれる事柄を明らかに
する」「それらを結び付けるには他に何が
分かればよいかを考える」など、証明の方
針を立てる場面を位置付けます。

【合同条件等をカードで提示】
・カードを活用して三角形の合同条
件等を提示し、視覚的に強調する
とともに、何度も提示することで
既習の内容を確実に定着できるよ
うにします。

【数学的表記を修正】
・ペアでの対話や、教師と生徒とのやりと
りを通して、自分なりに書いた証明を改善
する場面を設け、３年間を見通して次第に
簡潔で明瞭な数学的表現に近付けていくよ
うにします。

実践事例２－５

授業づくりで大切にしたいこと



授業での指導の工夫

第２学年 場合の数を基にして得られる確率

本単元でよく見られる生徒のつまずき
２個の硬貨を投げたとき、

表と裏が出る確率を求めな
さい。
（誤答例）１/３

〇 既習の学習内容から新たな問題を見いだす過程の位置付け
○ 学習指導要領を用いて本時で育む資質・能力や必要な数学的活動の確認

同様に確からしいことの意味の理解が不十分なため、２
個の硬貨を投げたときの全ての場合を考えるとき、（表、
表）（表、裏）（裏、裏）の３通りであると捉えてしまう
など、（表、裏）と（裏、表）の区別がつかない。

【本時の目標】２枚の硬貨を投げたときの表と裏が出る確率について、起こりうる全ての場合を樹形図や
表を使って整理する活動を通して、場合の数から確率を求める方法を説明することができる。

実践事例２－６

授業づくりで大切にしたいこと

【表や樹形図の活用を目的化しない】
・課題が「表や樹形図で考えよう」では
表や樹形図の活用が目的になりがちな
ため、本時の目的である「確率が１/２
になることを説明すること」に向けて
表や樹形図などが活用されるよう、課
題提示や発問、問い返しをします。

【問題を見いだす過程の設定】
・生徒が自ら新たな問題を見いだ
せるよう、｢どんな確率を求めた
い？｣｢条件を変えたらどうな
る？｣など、前時までの学習を振
り返りながら発展的に考察でき
る発問や問い返しを行います。

【実際に多数回の試行を実施】
・教科書によっては多数回の試行を省
略している場合もありますが、学習
指導要領解説（P124）に記載のとお
り、確率の意味を実感を伴って理解
できるよう、求めた確率と実際に
行った多数回の試行の結果を比較す
る活動を設定します。

【振り返り時の発問の工夫】
・｢予想した確率が間違いだった原
因は何だったのかな？｣｢もれや重
なりなく、場合の数を求めるには
どうすればよいのかな？｣｢次はど
んな確率を求めたいかな？｣など、
次の学びにつながるよう、振り返
りの視点を提示します。



授業での指導の工夫

第２学年 データの分布の比較

本単元でよく見られる生徒のつまずき
23 24 25 26 26 29 30 34 39 の九つの値

は、次の箱ひげ図に表すことができる。
この箱ひげ図のどの部分が何を表しているか。

○ 箱ひげ図を活用する意義や目的の実感に向け、実際に箱ひげ図が活用さ
れた身近な事象の提示

生徒に箱ひげ図を学習
する必要感をもたせられ
ず、粘り強く考える姿や
理解に向けて学習を調整
する姿を引き出すことが
できない。

【本時の目標】新聞に掲載された野球選手の投球データを示す箱ひげ図が表す意味を考察する活動を通し
て、箱ひげ図や四分位範囲の必要性や意味を理解することができる。

実践事例２－７

授業づくりで大切にしたいこと

※参考データ：YouTube   大谷翔平 全投球＆全打席ダイジェストより

【ヒストグラム等との関連を意識】

・多面的な考察には、箱ひげ図だけ

でなく、ヒストグラムなどを用

いて分析する必要があるため、

単元を通してヒストグラム等の

関連を意識して指導します。

【実際の活用場面を提示】

・「どんな意味があるんだ

ろう」という生徒の問い

を引き出すために、箱ひ

げ図が活用された実際の

記事を示します。

【生徒が主体の展開】

・教師が箱ひげ図を

「教える」のでは

なく、生徒が「見

いだす」展開に転

換します。

※本事例は、映像版実践資料と
合わせて御活用ください。


